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1．WAKUWAKU
EXPLOSION 2030



多様な一人ひとりの新しい発想を源泉に、
当社と全ステークホルダーの「ちから」を掛け合わせ、

スピード感ある挑戦を実行し続けることで化学の枠を越えてイノベーションを起こす

環境･社会的
価値の共創

経済価値
の共創

企業価値
の向上
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*) 共創：全ステークホルダーと共に価値を築き上げていく

カーボンニュートラルへの貢献

実現したい社会 ・環境と調和した循環型社会
・健康・安心にくらせる社会
・一人ひとりがかがやく社会

環境を支える 人とくらしを
支える 多様性を支える

QOLの向上 働きがいの向上

大切にすること
（Values）

・すべてのステークホルダーのワクワク
・環境・社会的価値と経済価値をステークホルダーと共創*
・社員一人ひとりが価値の創出に貢献
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2．マテリアリティ
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一人ひとりにスポットライトをあてて、
プロフィットを意識したOne Team

全てのステークホルダーのWakuWakuを
引き出す
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独自分類
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お手元の統合報告書をご覧ください。
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3．経営TOPICS



炭素繊維集束剤『ケミチレン』
炭素繊維製造工程で使用される。
近年、再生可能エネルギー需要の高まりから風力発電用に
炭素繊維は多く使用され、ケミチレンの需要も高まっている

投資金額約7億円、2024年5月稼働
予定で、現在の生産能力から5割程度
の能力増強

2030年には、現在の売上高を2倍程度
まで引き上げる
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アルミ電解コンデンサ用電解液『サンエレック』
三洋化成独自開発したアミジン化合物を用いた電解液で、イオンの移動
速度はそのままに、発生アルカリを中和し無害化。コンデンサ業界最大の
課題であった液漏れを克服

自動車の電装化、EVの拡大等コンデンサ需要の急激
な増加に対応するため、投資金額約4億円で、3割程
度の能力増強を行う。2023年5月の稼働予定
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永久帯電防止剤『ペレスタット』『ペレクトロン』

電子機器・精密部品の包装・搬送材料用途を中心とした需要増に
加え、防爆用途などの用途拡大が進展
タイの関係会社サンヨーカセイ（タイランド）リミテッドでの新製造設備
が稼働開始

総投資額：34億円
生産能力：1,500トン/年

（日本、タイの合計生産能力は4,700トン/年）
新プラントの外観
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『富士フイルム三洋化成ヘルスケア株式会社』が10月から体外診断用医薬品の製造を開始
（2022年6月設立、富士フイルム51％、三洋化成49％）

－富士フイルム三洋化成ヘルスケアの概要－
所在地：三重県三重郡菰野町
代表者：岡田 美広
資本金：1億円（出資比率 富士フイルム51％、三洋化成49％）
設立日：2022年6月17日
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全樹脂電池向け被覆活物質
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4．さいごに
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